
（10：00AM-5：00PM 月曜休み ※祝日の場合翌日）ご予約・お問合せ

※未就学児童はご入場いただけません。※プレイガイドでの販売はインターネットのみとさせていただきます。取扱いについては、各プレイガイドにお問い合せください。
※やむを得ない事情により曲目が変更となる場合があります。予めご了承ください。     　　　　　　　           主催：兵庫県、兵庫県立芸術文化センター

一般発売 

3/22（日）
●芸術文化センター  0798-68-0255  https://www.gcenter-hyogo.jp
●チケットぴあ  https://pia.jp/t/   ●ローソンチケット  https://l-tike.com   ●イープラス  https://eplus.jp

芸術文化センター会員先行予約受付開始 3/20（金・祝）チケット
予約

直接購入 芸術文化センター2階総合カウンター 【3/24（火）より、残席がある場合のみ】

〒663－8204 兵庫県西宮市高松町2－22  阪急西宮北口駅南改札口スグ／ＪＲ西宮駅より徒歩15分（阪急バス7分）A 3,000円   B 1,000円（全席指定／消費税込）20269  27 2:00PM 開演（1:15PM 開場）（日）
©Marco Borggreve

Program

モーツァルト ： ピアノ・ソナタ第14番
W.A.Mozart: Piano Sonata No.14 in C minor, K.457

ベートーヴェン ： ピアノ・ソナタ 第８番 《悲愴》
L.v.Beethoven: Piano Sonata No.8 in C minor, op.13, “Pathétique”

ドビュッシー ： 版画（Estampes）   Ⅰ.塔   Ⅱ.グラナダの夕べ   Ⅲ.雨の庭
C.Debussy: Estampes Ⅰ. Pagodes   Ⅱ. La soirée dans Grenade   Ⅲ. Jardins sous la pluie

ショパン ： ３つのマズルカ op.50
F.Chopin: 3 Mazurkas op.50

ショパン ： 夜想曲 第20番（遺作）
F.Chopin: Nocturne No.20 in C sharp minor, op.posth.

ショパン ： バラード第1番
F.Chopin: Ballade No.1 in G minor, op.23
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プロムナード・コンサートってなあに？
プロムナード・コンサートとは、1830年代のイギリス・ロンドンなどで開催されていた野外コンサートのこと。お茶を飲んだり歩き回ったりしながら
聴く気軽なコンサートだったようです。芸術文化センターでも、散歩の途中にちょっと立ち寄るような感覚で、気軽に楽しんでいただけるコン
サートを目指して、一流アーティストの演奏を手軽な価格でお届けしています。

河村尚子（ピアノ） Hisako Kawamura, Piano
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2024年9月KOBELCO大ホール

ミュンヘン国際コンクール第2位、クララ・ハスキル国際コンクール優勝。ドイツを拠点に、ウィーン響、バイエルン放送響などにソリストして迎えられ、室内楽でも
カーネギーホールなどで演奏。日本ではP.ヤルヴィ指揮NHK響など国内主要オーケストラと共演を重ねる傍ら、ヤノフスキ指揮ベルリン放送響、ビエロフラーヴェク
指揮チェコ・フィル等の日本ツアーに参加。文化庁芸術選奨文部科学大臣新人賞ほか、2020年には第32回ミュージック・ペンクラブ音楽賞独奏・独唱部門賞、
第12回CDショップ大賞2020・クラシック賞、第51回サントリー音楽賞を受賞。主なCDに、2019年10月リリースの、「熱情」「ワルトシュタイン」を含むベートー
ヴェンのピアノ・ソナタ集、「ラフマニノフ：ピアノ協奏曲第2番＆チェロ・ソナタ」など（RCA Red Seal）。2019年秋公開の映画『蜜蜂と遠雷』(恩田陸原作)では主役・
栄伝亜夜のピアノ演奏を担当し、その音楽を集めた「河村尚子plays栄伝亜夜」もリリースされている。現在、ドイツのフォルクヴァング芸術大学教授。

　ドイツを拠点に世界で活躍する、河村尚子さん。西宮市に生まれ、
5歳で渡欧。2006年難関といわれるミュンヘン国際コンクールで
第2位、翌年クララ・ハスキル国際コンクールで優勝を果たし、世界の
注目を浴びました。芸術文化センターには、PACオーケストラとの
共演で初登場。以来、様々なプログラムで観客を魅了。2024年に
デビュー20周年記念リサイタル、2025年6月には盟友である山田
和樹氏率いるバーミンガム市交響楽団とラフマニノフのピアノ協奏
曲第2番の感動的な名演をお聴きになった方もいらっしゃることで
しょう。第2楽章はじめには、霧のような静かな音が現れ、物語の
ように紡がれていき、曲の最後の音に心つかまれました。
　今回はリサイタル。古典派モーツァルトから、ベートーヴェン、
ショパン、そしてドビュッシーまでの名曲を網羅したプログラム。
冒頭は、モーツァルトの短調のピアノ・ソナタ第14番。ピアノ・ソナタの
中でも最高傑作と称され、後にベートーヴェンにも大きな影響を
与えました。続いてベートーヴェン初期のピアノ・ソナタの頂点を
なす傑作「悲愴」。
　後半は、ドビュッシーの全3曲からなる「版画」。1889年のパリ
万国博覧会で出会ったジャワ島の音楽に魅了され作曲した「塔」、
スペインの作曲家ファリャも絶賛した「グラナダの夕べ」、第3曲「雨の
庭」は、高度なテクニックで表現される繊細で美しい響きが印象的
な小品です。
　そしてショパン。祖国ポーランド固有の郷土舞曲「マズルカ」は
亡くなる直前まで作曲され続け、ショパンの魂ともいえる作品群。
その中から「3つのマズルカop.50」を。夜想曲（ノクターン）の中でも
高い人気を誇る、心揺さぶられる旋律が特徴的な第20番。最後は
「バラード第1番」。映画やフィギュアスケート、アニメ、ドラマでも
使用され多くの人に愛され続ける名曲です。
　一音一音が輝く河村さんの神秘的な音色で、名曲にふれる贅沢
なひとときをご一緒に過ごしてみませんか。

©飯島隆

https://www.gcenter-hyogo.jp

詳しくは、https://www.gcenter-hyogo.jp
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